
う
に
な
る
の
も
死
生
観
を
持
ち
始
め
た
縄
文
人
の
発
達
し
た
精
神
性
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
土
器
に
施
さ
れ
た
華
美
な
文
様
や
さ
ま
ざ
ま
な
器
形
か
ら
縄
文

人
の
発
達
し
た
精
神
文
化
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
用
品
で

あ
る
道
具
に
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
を
施
す
こ
と
は
今
の
私
た
ち
も
行
っ
て
い

る
が
、
形
状
か
ら
直
接
機
能
が
推
定
で
き
な
い
土
偶
・
石
棒
と
い
っ
た
呪

具
や
耳
飾
・
貝
輪
な
ど
の
装
身
具
が
出
土
す
る
よ
う
に
な
る
。
土
偶
は
縄

文
時
代
早
期
に
出
現
す
る
が
、
前
期
ま
で
の
段
階
の
も
の
は
細
部
ま
で
造

形
さ
れ
な
い
簡
素
な
作
り
の
小
型
品
で
あ
る
。
中
期
に
な
る
と
東
日
本
で

発
達
し
、
顔
や
手
足
が
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
た
も
の
が
現
れ
、
大
型
の

製
品
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
期
に
は
全
国
的
に
広
が
る
が
、
東
日

本
に
比
べ
西
日
本
で
は
発
達
が
低
調
で
あ
る
。
晩
期
に
は
東
北
地
方
の

亀
ヶ
岡
式
に
伴
い
遮
光
器
土
偶
が
発
達
す
る
が
、
晩
期
終
末
に
は
西
か
ら

土
偶
は
激
減
し
て
い
く
。
男
性
器
を
模
し
た
石
棒
は
中
期
か
ら
晩
期
に
か

け
て
東
日
本
を
中
心
に
広
が
り
を
見
せ
る
。

装
身
具
と
し
て
普
及
し
て
い
る
の
は
貝
製
の
腕
輪
で
あ
る
。
早
期
に
は

出
現
し
、
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。
貝
輪
の
材
料
は
鹹
水
性
の
サ
ル
ボ

ウ
・
ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
二
枚
貝
と
オ
オ
ツ
タ
ノ
ハ
・
ア
カ
ニ
シ
な
ど
の
巻

貝
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
材
料
と
な
る
貝
の
生
息
域
か
ら
離
れ
た

場
所
で
出
土
す
る
例
も
見
ら
れ
、
交
易
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

二

土
器
の
地
域
性
と
文
化

縄
文
土
器
と
い
う
名
称
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ス
が
大
森
貝
塚
の
報

告
書
の
中
で
「
縄
に
よ
り
施
文
し
た
土
器
」
と
表
現
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
あ
る
。
し
か
し
モ
ー
ス
は
貝
塚
出
土
土
器
の
名
称
と
し
て
縄
文
土
器
と

呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
今
日
の
縄
文
時
代
研
究
の
中
で
も
息
づ
い
て
い

る
。
縄
文
時
代
に
は
各
時
代
・
各
地
で
多
種
多
様
な
土
器
が
作
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
土
器
の
中
に
は
縄
文
、
つ
ま
り
縄
に
よ
っ
て
文
様
を
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
土
器
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
縄
文
土
器
の

研
究
は
、
時
期
を
草
創
期
か
ら
晩
期
ま
で
の
六
期
に
区
分
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
地
域
で
こ
の
六
期
の
土
器
が
す
べ
て
出
土
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
近
い
地
域
の
土
器
形
式
を
使
っ
て
各

期
の
土
器
の
変
遷
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
た
い
。

草

創

期

最
古
の
土
器
群
で
あ
る
隆
起
線
文
土
器
は
、
口
縁
部
に

粘
土
紐
を
張
り
付
け
横
向
き
の
文
様
を
つ
け
る
。
九
州

で
は
、
起
点
と
終
点
が
同
じ
環
状
の
も
の
か
ら
螺
旋
状
に
施
文
す
る
も
の

に
変
化
す
る
。
土
器
の
形
は
深
鉢
で
あ
る
。
長
崎
県
の
泉
福
寺
洞
穴
１０
層

出
土
土
器
を
標
識
と
す
る
豆
粒
文
土
器
は
隆
起
線
文
土
器
の
最
古
段
階
で

あ
る
。
粘
土
粒
を
張
り
付
け
て
施
文
す
る
。

九
州
で
は
こ
の
段
階
の
石
器
は
、
旧
石
器
時
代
終
末
の
細
石
刃
が
引
き

続
き
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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1

2

3

4

1～3　長崎県泉福寺洞穴
4　大分県二日市洞穴

0 15cm

早

期

早
期
に
な
る
と
、
草
創
期
の
丸
底
・
平
底
か
ら
尖
底
の

土
器
が
現
れ
る
。
押
型
文
土
器
は
、
土
器
外
面
に
山

形
、
楕
円
、
格
子
目
な
ど
の
模
様
を
つ
け
た
原
体
を
押
し
つ
け
て
施
文
し

た
土
器
で
あ
る
。
川
原
田
式
、
稲
荷
山
式
、
早
水
台
式
、
下
菅
生
Ｂ
式
、

田
村
式
、
ヤ
ト
コ
ロ
式
、
石
清
水
式
、
手
向
山
式
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

器
形
は
下
菅
生
Ｂ
式
ま
で
は
砲
弾
形
で
、
田
村
式
で
は
丸
底
、
ヤ
ト
コ
ロ

式
で
は
平
底
に
な
る
。
施
文
は
、
田
村
式
以
降
粗
大
化
す
る
。
押
型
文
は

中
部
地
方
か
ら
九
州
北
半
ま
で
の
広
い
範
囲
に
分
布
し
、
盛
ん
な
文
化
交

流
を
伺
わ
せ
る
。せ

の

か
ん

早
期
末
に
は
塞
ノ
神
式
土
器
が
、
南
九
州
を
中
心
に
九
州
全
域
に
分
布

す
る
。
平
底
、
円
筒
状
の
胴
部
に
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
口
縁
部
を
も
つ
。
撚

糸
文
を
回
転
押
捺
す
る
Ａ
式
、
貝
殻
に
よ
る
条
線
・
連
続
刺
突
文
を
施
す

Ｂ
式
に
分
け
ら
れ
る
。

前

期

ア
カ
ホ
ヤ
層
の
上
層
で
は
、
南
九
州
の
土
器
の
系
譜
は

途
絶
え
、
轟
式
・
曽
畑
式
と
い
っ
た
西
北
九
州
を
中
心

と
し
た
土
器
が
九
州
全
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
轟
式
土
器
は
、
貝
殻
に
よ

る
条
痕
文
と
隆
起
文
を
特
徴
と
し
、
熊
本
県
轟
貝
塚
の
土
器
を
標
式
と
す

る
。
施
文
の
特
徴
か
ら
Ａ
〜
Ｄ
式
に
分
類
さ
れ
る
。
Ａ
・
Ｂ
式
は
貝
殻
条

痕
文
に
隆
起
帯
文
を
持
ち
、
Ｂ
式
は
隆
起
が
強
い
。
Ｃ
式
は
波
状
文
を
主

体
と
し
、
Ｄ
式
は
条
痕
文
が
み
ら
れ
な
い
。

次
に
続
く
曽
畑
式
土
器
は
熊
本
県
曽
畑
貝
塚
を
標
式
遺
跡
と
す
る
。
器

形
は
深
鉢
、
浅
鉢
で
丸
底
が
あ
る
。
細
い
棒
状
・
篦
状
の
工
具
に
よ
り
外

図２―２２ 草創期の土器
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0 10cm 

堀 

0 10cm 

図２―２３ 早期の土器

図２―２４ 前期の土器
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0 10cm 

面
全
体
に
施
文
す
る
。
文
様
は
口
縁
部
・
胴
部
・
底
部
に
区
画
し
、
刺

突
・
押
引
・
沈
線
を
直
線
的
に
施
文
す
る
。
文
様
は
外
面
全
体
に
施
さ
れ

る
。
西
北
〜
中
九
州
で
は
、
胎
土
に
滑
石
粉
末
を
混
入
す
る
も
の
が
多

い
。中

期

装
飾
が
増
す
東
日
本
に
対
し
西
日
本
で
は
薄
手
で
簡
素

な
土
器
が
続
く
。
並
木
式
土
器
は
鹿
児
島
県
並
木
遺
跡

を
指
標
と
す
る
。
前
期
の
貝
殻
文
を
受
け
継
ぎ
、
太
く
浅
い
凹
線
の
間
を

へ
ら

二
枚
貝
の
腹
縁
や
篦
で
刻
み
目
を
施
す
。
こ
の
凹
線
文
は
次
の
阿
高
式
へ

あ

だ
か

と
引
き
継
が
れ
る
。
阿
高
式
は
熊
本
県
城
南
町
の
阿
高
貝
塚
を
標
式
遺
跡

と
し
、
前
期
の
曽
畑
式
同
様
縄
文
を
施
さ
な
い
。
指
で
入
組
文
・
渦
巻
文

等
の
曲
線
を
太
い
凹
線
で
描
く
。
胴
部
上
半
部
の
み
施
文
す
る
Ⅰ
式
、
胴

部
全
体
に
施
文
す
る
Ⅱ
式
、
口
縁
部
の
み
施
文
す
る
Ⅲ
式
に
分
類
さ
れ

る
。
Ⅱ
式
で
は
胴
部
の
文
様
に
縦
方
向
の
施
文
が
加
わ
る
。
Ⅰ
・
Ⅱ
式
は

九
州
全
域
に
分
布
す
る
が
、
Ⅲ
式
は
有
明
・
八
代
海
沿
岸
に
分
布
す
る
。

ま
た
、
東
九
州
を
中
心
に
瀬
戸
内
の
船
元
式
が
分
布
す
る
。
船
元
式
は
岡

山
県
倉
敷
市
船
元
貝
塚
を
標
式
と
し
、
中
部
地
方
か
ら
九
州
に
広
く
分
布

す
る
。
キ
ャ
リ
パ
ー
状
に
開
く
口
縁
部
が
特
徴
的
な
平
底
の
鉢
形
土
器
で

あ
る
。
Ⅰ
式
は
全
面
に
太
く
撚
り
の
緩
い
原
体
に
よ
る
縄
文
を
施
し
、
貝

殻
の
圧
痕
、
竹
管
に
よ
る
爪
形
を
加
え
る
。
Ⅱ
式
は
口
縁
部
が
直
口
に
近

く
な
り
、
縦
走
す
る
縄
文
に
爪
形
や
刺
突
を
施
し
た
突
帯
を
張
り
付
け

る
。
Ⅲ
式
で
は
口
縁
部
が
内
湾
し
、
頸
部
が
く
び
れ
た
丸
み
の
あ
る
鉢
形

と
な
る
。
縦
位
の
縄
文
に
突
帯
と
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
が
施
さ
れ

図２―２５ 中期の土器
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0 10cm 

る
。
Ⅳ
式
は
Ⅲ
と
似
た
器
形
で
縄
文
が
異
条
斜
縄
文
と
な
る
。

後

期

す
り
け
し

後
期
に
は
磨
消
縄
文
を
特
徴
と
す
る
瀬
戸
内
の
中
津

式
・
福
田
Ｋ
Ⅱ
式
が
分
布
す
る
。
岡
山
県
倉
敷
市
の
中

津
貝
塚
を
指
標
と
す
る
中
津
式
土
器
は
近
畿
地
方
・
中
四
国
地
方
・
福

岡
・
大
分
県
ま
で
広
が
る
。
太
め
の
沈
線
で
描
い
た
曲
線
の
内
側
に
縄
文

を
施
す
磨
消
縄
文
の
も
の
、
沈
線
文
の
み
の
も
の
が
あ
る
。
器
形
は
胴
部

で
緩
く
く
び
れ
る
深
鉢
、
口
縁
部
が
や
や
内
湾
す
る
鉢
が
あ
る
。
や
は
り

倉
敷
市
の
福
田
貝
塚
を
標
式
と
す
る
福
田
Ｋ
Ⅱ
式
土
器
は
中
津
式
同
様
全

面
に
磨
消
縄
文
を
施
す
。
中
津
式
に
比
べ
細
い
三
本
の
沈
線
を
施
し
、
沈

線
の
内
側
の
み
縄
文
を
施
す
。
口
縁
部
が
緩
く
外
反
す
る
も
の
、
内
側
を

厚
く
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
型
式
の
分
布
範
囲
は
熊
本
県
ま
で
広
が

る
。

こ
う
じ
ょ
う

か
ね
が
さ
き

福
岡
県
玄
海
町
の
上
八
貝
塚
出
土
土
器
を
標
式
と
す
る
鐘
崎
式
土
器

は
、
胴
張
り
が
強
く
頸
部
で
外
反
す
る
鉢
・
浅
鉢
を
中
心
と
す
る
土
器
で

か
ぎ

あ
る
。
胴
部
に
は
、
入
組
渦
文
・
入
組
鉤
手
文
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ

い
け
ば
る

後
期
前
葉
に
編
年
さ
れ
る
小
池
原
上
層
式
土
器
は
大
分
県
大
分
市
の
小

池
原
貝
塚
を
標
式
と
す
る
。
胴
部
に
沈
線
に
よ
る
渦
文
・
鉤
手
文
を
描

き
、
そ
の
内
部
に
縄
文
を
施
す
磨
消
縄
文
で
あ
る
。
頸
部
で
緩
く
屈
曲

し
、
波
状
口
縁
と
な
る
深
鉢
が
特
徴
で
あ
る
。きた

く

ね

や
ま

中
九
州
を
中
心
に
分
布
す
る
後
期
中
葉
の
北
久
根
山
式
土
器
は
熊
本
県

熊
本
市
の
北
久
根
山
遺
跡
を
標
式
と
す
る
。
平
ら
な
口
縁
を
四
分
し
て

「
Ｗ
字
」
状
の
粘
土
紐
を
張
り
付
け
、
口
縁
部
の
施
文
帯
に
は
短
い
斜
線

図２―２６ 後期の土器
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文
を
施
す
深
鉢
が
特
徴
的
で
あ
る
。
口
縁
部
に
縄
文
・
貝
殻
疑
似
縄
文
を

施
し
、
胴
部
に
曲
線
・
屈
折
直
線
文
を
施
し
た
鉢
が
あ
る
。

に
し
び
ら

後
期
中
ご
ろ
の
西
平
式
土
器
は
熊
本
県
竜
北
町
の
西
平
貝
塚
を
標
式
と

す
る
。「
く
」
の
字
形
の
断
面
と
な
る
波
状
口
縁
を
も
つ
磨
消
縄
文
の
深

鉢
を
特
徴
と
す
る
。
口
縁
部
と
頸
部
に
か
け
て
平
行
沈
線
文
・
刺
突
文
を

施
し
、
口
縁
の
頂
部
に
は
切
込
み
や
押
点
文
を
施
す
。

み

ま
ん

だ

ひ
が
し
ば
る

後
葉
に
は
熊
本
県
泗
水
町
の
三
万
田
東
原
遺
跡
を
標
式
と
す
る
三
万

田
式
土
器
が
九
州
全
域
に
分
布
す
る
。
Ⅰ
式
の
鉢
は
球
状
の
胴
部
と
く
び

れ
た
頸
部
を
経
て
「
く
」
の
字
状
に
屈
曲
し
た
波
状
口
縁
と
な
る
。
口
縁

の
頂
部
は
「
Ｕ
」
字
形
に
切
れ
込
む
。
口
縁
部
と
胴
部
上
半
に
磨
消
縄
文

に
よ
る
文
様
帯
を
も
ち
、
沈
線
を
施
す
。
沈
線
に
は
「
Ｘ
」
字
文
が
み
ら

れ
る
。
浅
鉢
は
口
縁
部
が
内
傾
し
、
口
縁
部
に
磨
消
縄
文
帯
を
も
つ
。
い

ず
れ
も
底
部
は
上
げ
底
状
と
な
る
。
Ⅱ
式
で
は
注
口
・
高
坏
形
・
皿
形
が

器
種
に
加
わ
る
。
鉢
の
口
縁
は
平
縁
が
中
心
と
な
る
。
文
様
帯
の
施
文
に

細
線
文
や
凹
点
文
が
加
わ
る
。
Ⅲ
式
は
横
位
の
沈
線
文
を
主
と
し
、
凹
点

く
り

文
・
扇
状
貝
圧
文
・
三
角
形
刳
込
文
を
施
す
。

晩

期

ご

り
ょ
う

熊
本
県
城
南
町
の
御
領
貝
塚
を
指
標
と
す
る
御
領
式

土
器
の
段
階
に
な
る
と
磨
消
縄
文
等
は
施
さ
れ
な
く
な

り
、
黒
色
磨
研
土
器
と
な
る
。
器
形
は
底
部
が
わ
ず
か
に
上
げ
底
と
な
る

深
鉢
・
浅
鉢
が
主
と
な
る
。「
く
」
の
字
に
屈
曲
す
る
口
縁
部
と
胴
部
に

凹
線
を
巡
ら
せ
、
楕
円
形
の
押
点
を
施
す
こ
と
が
多
い
。
糸
島
郡
二
丈
町

の
広
田
遺
跡
、
大
分
県
緒
方
町
の
大
石
遺
跡
を
指
標
と
す
る
広
田
式
、
大

図２―２７ 晩期の土器
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石
式
は
御
領
式
の
系
譜
を
継
ぐ
型
式
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
凹
線
が
沈
線

に
省
略
さ
れ
、
楕
円
形
押
点
も
小
型
化
す
る
。
続
く
黒
川
式
は
鹿
児
島
県

吹
上
町
黒
川
洞
穴
遺
跡
を
標
式
と
す
る
。
黒
色
磨
研
の
精
製
浅
鉢
と
貝
殻

条
痕
の
粗
製
深
鉢
が
代
表
で
あ
る
。
浅
鉢
で
は
口
縁
部
の
立
ち
上
が
り
が

な
く
な
り
、
沈
線
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
深
鉢
は
胴
張
り
す
る
位

置
が
高
く
な
り
、
立
ち
上
が
り
を
な
く
し
た
口
縁
部
と
の
間
が
く
び
れ

る
。

ゆ

う
す

従
来
晩
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
夜
臼
式
に
代
表
さ
れ
る
突
帯

文
土
器
は
、
弥
生
時
代
前
期
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

第
二
節

地
域
の
縄
文
文
化

一

勝
山
町
の
縄
文
時
代

勝
山
町
内
で
知
ら
れ
て
い
る
遺
跡
は
二
か
所
に
す
ぎ
な
い
。
町
内
の
各

所
で
も
縄
文
時
代
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
石
器
や
落
と
し
穴
と
推
定
さ

れ
る
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
時
代
を
特
定
す
る
た
め
の
土

器
が
出
土
し
て
い
る
の
は
そ
の
二
か
所
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
調
査

し
た
遺
跡
の
出
土
品
の
整
理
が
完
全
に
済
ん
で
い
な
い
た
め
、
今
後
そ
の

遺
跡
数
が
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

黒
田
二
又
遺
跡

黒
田
二
又
遺
跡

は
観
音
山
裾
に

あ
た
り
、
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴

い
平
成
十
二
年
に
調
査
さ
れ
た
。
遺

跡
は
観
音
山
塊
か
ら
伸
び
る
綾
塚
古

墳
が
立
地
す
る
丘
陵
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
東
側
の
谷
の
深
奥
部
に
あ
た

り
、
下
方
に
は
二
又
池
と
い
う
農
業

用
池
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
自
然
湧
水
が
豊

富
な
場
所
で
あ
る
。
調
査
区
は
標
高

図２―２８ 突帯文土器

図２―２９ 黒田二又遺跡出土土器
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